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　高等学校は本年度創立 88 周年を迎えました。普通科

3 コース・総合学科４系の男女共学でおよそ 1,500 人の

生徒数を誇る県内でも類を見ない規模の学校に成長しま

した。この多くの生徒たちが健全な教育環境のもと、人

間力の向上と学力の強化を目指し、その実践の場である

新たな校舎を建設することとなりました。

　新校舎の場所は 3 号館奥の新校地（国道 2 号線沿い）

を計画しており、そこに教室・特別教室・管理室などが

集合する本館、新しい体育館、ホールの 3 棟を建築する

予定です。すでに耐震補強・改修を終えた現在の体育館・

1 号館東袖館はそのまま校舎として活用しますが、1 号

館本館・西袖館、2 号館それと 3 号館は新校舎の建設に

ともない、順次解体いたします。

　新しく計画している本館には今後の教育の変化に対応

できるような普通教室と特別教室を計画していますが、

その他にも事務室、職員室、図書室、食堂などさまざま

な機能を集約しており、安心かつ充実した学校生活をお

くることができる環境を整えます。

　また本館にそれぞれ 2 階建ての体育館と 500 人収容

のホールを併設します。体育館はグラウンドとの連携に

配慮された配置を計画し、ホールは講演会や音楽鑑賞だ

けでなく、集会や一般開放など含め多くの文化的な活動

の場として計画しています。

　計画の詳細については今後もお伝えしていく予定にし

ていますので、今後ともご理解とご協力をよろしくお願

い申し上げます。

特
集

高校新校舎イメージ図（南側から）

高校新校舎イメージ図（西側から）

高校新校舎イメージ図（北側から）

機
能
拡
充
し
た
新
校
舎
　
体
育
館
や
ホ
ー
ル
も
併
設

学
力
と
人
間
力
向
上
目
指
す

広島国際学院高等学校　新校舎改築
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元客員教授・川島なお美先生ご逝去
　9 月 24 日、川島なお美・元

現代社会学部客員教授が逝去さ

れました。川島先生の着任は、

学生たちに厳しいプロの世界で

の経験を伝えていただきたいと

いう、当時の迫勝則学部長をは

じめ関係の方々のご尽力により

実現しました。2008-9 年度の

社会学合同演習「プロの仕事論」や社会学公開演習「現

代社会に見る恋愛」などを担当され、ご自身の芸能活動

や社会でのご経験、人間観や恋愛観などを熱心に伝えて

いただきました。講演の中で、プロに必要なものは常に

現場に出続けられる能力であると話されたのも印象的で

した。ご逝去の直前までお仕事に打ち込まれたとお聞き

します。まさに、プロとしての信念そのもののお姿と拝

察します。謹んで川島先生のご冥福をお祈りします。在りし日の川島先生

学科を超え、郷土の宝を応援　―安芸太田町・井仁地区との交流・協力活動―

　本大学は平成 24 年度から広島県安芸太田町と地域

連携活動に取り組んでいます。日本棚田百選にも選ば

れた同町井仁地区の棚田の維持・保全活動もその一つ

です。

　今年度は食農バイオ・リサイクル学科と現代社会学

科の学生や教員が稲作を体験しました。田植えをした

5 月 3 日は午後から小雨が降り、雨合羽を着ての作業

になりました。雨の中、皆で一列になり丁寧に植えて

いきました。9 月 26 日には稲刈りを行いました。当

日は天気も良く、絶好の収穫日和でした。棚田全面に

よく実った稲穂を自動稲刈り機、あるいは鎌を手に刈

り取ってから結わえました。刈り取りの作業は非常に

手がかかり、自動稲刈り機の便利さを改めて実感しま

した。刈り取った稲は天日干しにしました。機械での

乾燥より風味が良い米になるそうです。さらに 10 月

24 日は現代社会学科の学生たちが稲の脱穀やもみす

り、水路や展望台等の清掃などを行いました。

　また情報デザイン学科の学生は新米のパッケージデ

ザインを行いました。産直市では 4 年の寺曽真希さん

( 日彰館高校出身 ) デ

ザインの米袋を販売

しています。学科そ

れぞれの特色を生か

した地域協力が続い

ています。

黄金色に実った稲を刈り取る

米袋のデザインを発表する寺曽さん

イタリアから本大学へ客員研究員来日
　7 月、イタリアからマウロ ・アリギ（Mauro ARRIGHI）

さんが本大学の客員研究員として来日されました。ア

リギさんはイタリアのボローニャ美術アカデミーのデ

ジタル ･ アートおよび電子音楽科の講師として務めな

がら、イギリスのサウサンプトン ･ ソレント大学で博

士号を取得中です。本大学では情報デザイン学科の学

生に向け "Creativity in the post-digital scenario and 

the influence of Post Humanism / TransHumanism 

in Art & Design” というテーマで講義をしてください

ました。絵画や日本のアニメ、映画を事例にあげなが

ら、西洋と日本では「見る」ことの意味が違うことや、

SF 小説・サイエンスフィクションに基づくプロダク マルチビジョン室での講演の様子

トデザインとソーシャルメディアについて、さらに博

士論文で使用するオリジナル映画のシナリオに至るま

でアリギさんの幅広い研究内容が紹介されました。
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　東急ハンズ広島店が主催

するものづくりコンテスト

「HANDS Fab 大賞」で、生産

工学科 3 年生の岡本亮平君

( 広島国際学院高校出身 ) と

佐伯駿介君(安芸南高校出身)

工学部
実
践
、
体
験
…
モ
ノ
づ
く
り
の
粋
を
学
ぶ

3D プリンターで最先端モノづくり技術の教育を開始
　コンピュータ技術の発達に伴い、工

作機械は、旧来の旋盤から CAM（コ

ンピュータ補助製作）に進化し、今で

はさらに 3D プリンターの時代に突入。

3D プリンターは 3D-CAD で作成した

データを基に、積層という極めて薄い

「印刷物」を一層ずつ吹き付けてゆくことにより、中空

構造を含む複雑な構造物も手軽に作成可能な装置です。

生産工学科では、この最先端

のものづくり技術の教育を実

施するために、高精細な 3D

プリンター（AGILISTA-3110）

を９月に導入しました。右は

この 3D プリンターで製作し

たスターリングエンジンの模

型です。

導入したKEYENCE社の高
精細3Dプリンター

HANDS Fab 大賞 1 次審査通過！―在学生が技術と創作へ挑戦―

3Dプリンターで製作し
たスターリングエンジン
のアクリル樹脂模型

の応募作品が一次審査を通過し、店舗に展示さ

れました。応募作品

は、それぞれ 3D-CAD 

(SolidWorks) で 設 計

し、3D プリンターで

製作したものでした。佐伯君と鹿をモチーフにしたレモン絞り器
岡本君と紅葉形のオニギリ型

トムミルクファームで酪農体験授業
　7 月 23 日に、食農バイオ・リサイクル学科の 1 年生が学

外での体験授業で約一時間バスに揺られて東広島の豊栄町に

あるトムミルクファームに行ってきました。えさを食べてい

る時に牛の首を固定する装置を見学し、めったにできない搾

乳体験もしました。思ったよりも勢いよく出ました。

　牛乳の入った容器を振ってのバター作りは意外と簡単にで

きておいしかったです。牛乳を冷やしながら混ぜていると少

しずつアイスクリームになってきました。でき上がったアイ

スクリームはみんなでおいしくいただきました。家でもぜひ

作りたいと思えるほど甘くておいしく、しかも無添加、新鮮

でヘルシーです。

　牛の堆肥を

使った有機農

法 で 見 事 に

育ったキャベ

ツ 畑 の 前 で、

現在進んでいる TPP 交渉が成立しても「生き残れ

る酪農」についてお話を聞きました。生産 ( 一次 )・

加工 ( 二次 )・流通 ( 三次 ) を一手に行う「農業六

次 ( ＝一次＋二次＋三次 ) 産業化」が農家を救う

ことができるかが大きな課題になっていることが

わかりました。

牛の搾乳を体験する学生たち

お
酒
と
食
文
化
に
触
れ
る
旅 

研
修
旅
行
・
香
川

　

夏
休
み
も
終
盤
の
９
月

中
旬
、
食
農
バ
イ
オ
・
リ

サ
イ
ク
ル
学
科
の
竹
野
研

究
室
で
は
、
卒
業
研
究
の

一
環
と
し
て
、
日
本
酒
の

醸
造
用
地
下
水
の
水
質
調

査
と
地
域
の
食
文
化
に
触

れ
る
た
め
、
香
川
県
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

今
回
お
邪
魔
し
た
の
は
清
酒
金
陵
の
多
度
津
工
場

と
川
鶴
酒
造
。
と
も
に
、
醸
造
主
任
に
よ
る
日
本
酒

造
り
の
基
本
原
理
と
味
の
違
い
の
説
明
の
後
、
工
場

見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
醸
造
に
携

わ
る
方
々
か
ら
伺
う
お
酒
造
り
と
水
、
そ
し
て
水
環

境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話
に
、
学
生
た
ち
は
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
研
修
の
一
つ
と
し
て
金
刀
比
羅
宮
へ
参

拝
と
地
元
の
う
ど
ん
も
味
わ
い
、
香
川
の
歴
史
と
食

文
化
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
讃
岐
平
野
で
は
、
独
特
の
地
形
と
風

土
に
よ
っ
て
お
酒
に
適
し
た
水
質
の
地
下
水
を
育
み
、

古
来
の
伝
統
文
化
に
よ
っ
て
醸
造
技
術
が
伝
承
さ
れ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
地
域
の
気
候
や
地
形
を
巧

み
に
利
用
し
、
知
恵
と
工
夫
で
独
特
の
食
文
化
が
生

ま
れ
、
現
在
も
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
貴
重
な

旅
で
し
た
。

川鶴酒造の川人洋造さんからお話を伺う

PICK UP!
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情報文化学部

PICK UP!

芸
術
と
交
流
で
社
会
と
つ
な
が
る

第 11 回 “ ちいさな ” 平和コンテストを開催
　“ ちいさな ” 平和コンテストは、平和を身近に感じた

瞬間が撮影された写真を通じて、平和について考えて

いただければという目的から始まりました。2015 年は

被爆 70 周年ということで、高校生以下部門と一般部門

をあわせて 160 以上の作品の投稿がありました。投稿

作品は 8 月 1 日から 31 日まで、広島駅地下広場の展示

ス ペ ー ス に て

展 示 い た し ま

し た。 入 賞 作

品 は、Web サ

イ ト（http://

heiwa.id.hkg.ac.jp/）でご覧いただけます。

高校生以下情報デザイン賞
「青空と原爆ドームと…」

シャレオ☆アニメーションアート BOX
　8 月 23 日、シャレオ地下中

央広場の「シャレオ☆アニメー

ションアート BOX」に情報デ

ザ イ ン 学 科 が 参 加 し ま し た。

これは本年 8 月の第 16 回広島国際アニメーションフェ

スティバル 1 年前イベントです。会場では広島市の同

フェスティバル関連展示や他大学等の展示と

共に、趙研究室の VFX（映像特撮効果）、定

國研究室のプロジェクションマッピング、岡

川研究室のアニメーション教室も参加しまし

た。各研究室の学生たちも約 6 千人の来場者

に対応し、貴重な経験ができました。

アニメ作りを楽しむ子どもたち

芸術の秋にふれる。デッサン教室
　1 0 月 2 4 日 に ま ち づ く り 市 民 交 流 プ ラ ザ に て 、

第 1 1 回 デ ッ サ ン 教 室 が 開 催 さ れ ま し た 。 美 術 系

大 学 へ の 進 学 を 希 望 し て い る 高 校 生 か ら 、 リ ピ ー

タ ー の 方 、 初 心 者 の 方 な ど 幅 広 い 年 齢 層 の 方 々

2 4 名 が デ ッ サ ン に 取 り 組 み ま し た 。 基 本 的 な 描

き 方 や 画 材 の 使 い 方 の ア ド バ イ ス を 受 け 、 集 中 し

て 絵 に 向 か い ま し た 。 最 初 は 沈 黙 に 包 ま れ て い

ま し た が、

絵 が で き

上がってい

くうちに他

の 作 品 を

見て 絵 につ いて 話したりして、 活 気 の あ る

雰 囲 気の 教 室になりました 。

デッサンに取り組む参加者

台
湾
で
海
外
研
修
を
実
施

　

現
代
社
会
学
科
の
海
外
研
修
が
、
８
月
６
日
か
ら

12
日
の
日
程
で
台
湾
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
授
業

は
台
湾
の
歴
史
・
社
会
・
文
化
な
ど
に
つ
い
て
事
前

学
習
を
し
、
台
湾
で
学
生
交
流
や
異
文
化
体
験
を
す

る
科
目
で
す
。

　

海
外
研
修
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
北
京
語
や

台
湾
語
が
飛
び
交
う
環
境
に
初
め
は
緊
張
し
た
面
持

ち
で
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
充
実
し
た
研
修
を
送
り

ま
し
た
。
研
修
中
は
台
湾
の
食
文
化
を
理
解
す
る
た

め
に
、
夜
市
の
屋
台
な
ど
で
多
く
の
小
吃
や
台
湾
料
理
に
積
極
的
に
挑
戦

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
台
湾
社
会
や
台
湾
人
の
生
活
を
理
解
す
る
た
め
、

朝
市
を
見
学
し
た
り
、
台
湾
式
朝
食
、
台
湾
の
お
茶
文
化
（
茶
芸
）
を
体

験
し
ま
し
た
。
朝
は
朝
市
が
行
わ
れ
夜
に
は
夜
市
に
な
る
場
所
を
見
て
、

そ
の
変
化
に
学
生
た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

台
北
郊
外
の
平
渓
で
は
、
願
い
事
を
書
い
た
天
燈
と
呼
ば
れ
る
も
の
を

空
に
飛
ば
す
伝
統
的
な
風
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
学
生
は
一
人
ひ
と
り
自

分
の
願
い
事
を
天
燈
に
書
き
ま
し
た
。
こ
の
天
燈
は
天
高
く
飛
ぶ
ほ
ど
願

が
叶
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
空
高
く
飛
ん
で
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
台
南
で
は
初
め
て
の
マ
ン
ゴ
ー
狩
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、東
呉
大
学
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
学
生
と
陽
明
山
国
家
公
園
、

北
海
岸
国
家
風
景
区
に
一
日
出
か
け
学
生
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
中
国
語

で
自
己
紹
介
を
し
た
り
、
日
本
の
盆
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

海
外
研
修
を
通
し
て
、
異
文
化
の
人
と
の
交
流

の
大
切
さ
や
、
異
文
化
交
流
を
す
る
う
え
で
重
要

な
こ
と
を
、
各
自
が
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。
帰

国
後
も
台
湾
の
学
生
と
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

台北市郊外の陽明山国家公園で、東呉大学の学
生とフィールドワーク

台南ではマンゴー狩りに挑戦
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総合教育センター
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
社
会
を
通
し
培
う
人
間
力

「生涯スポーツ A」

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
＆
キ
ャ
ン
プ
実
習

PICK UP!

　8 月 27 ～ 29 日、

呉市蒲刈町の県民の

浜 周 辺 にて、 生 涯ス

ポーツＡの授業を行

いました。

　41 名の履修学生は、海浜でのテント生活を行いま

した。昨今は林間学校などの学校行事も少なくなり、

テント生活が初めての学生も多いようです。学生たち

は、生活班で事前に食事の献立を考え、買い出しや

自炊調理を行

う中で 徐々に

親睦を深めて

ゆき、 会 話も

弾んでいたよ

うです。

　また、自然の中で生活する技術や知識も

豊富になり、日に日にたくましくなってくれ

たように思います。

県民の浜で全員集合

ウインドサーフィンを楽しむ学生

　マリンスポーツは、シーカヤック、ウインドサー

フィン、スクーバダイビングを体験しました。これ

らのスポーツは個人的に体験することはなかなか難

しい種目で、授業として

体得できることはとても

有意義なことだと思いま

す。これらの体験が、今

後の学生生活をより豊か
シーカヤックで大海原へ漕ぎ出す

なものにし、人間的に強くたくましく、さ

らにはリーダーシップを醸成するきっかけ

になってくれることを期待しています。ま

た、 ス ポ ー ツ

の趣味として

生涯定着する

ことになれば

幸いです。
自炊生活の中で親睦を深めたキャンプ実習

初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
I I  「
せ
の
が
わ
学
」

　

本
大
学
は
、
広

島
駅
か
ら
JR
山
陽

本
線
で
16
分
の
中

野
東
駅
で
降
り
、

安
芸
山
陽
道
と
呼

ば
れ
る
道
を
10
分

ほ
ど
歩
い
た
場
所

に
在
り
ま
す
。
安

芸
山
陽
道
は
、
江

戸
時
代
に
は
参
勤
交
代
に
使
わ
れ
た
由
緒
あ
る

街
道
で
、
京
都
か
ら
下
関
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

1
年
生
の
必
修
科
目
「
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
」

で
は
、
大
学
の
前
を
流
れ
る
瀬
野
川
、
JR
山
陽

本
線
、
そ
し
て
安
芸
山
陽
道
を
知
っ
て
も
ら
う

「
せ
の
が
わ
学
」
を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。

　

か
つ
て
宿
場
町
だ
っ
た
海
田
町
に
つ
い
て
、

西
国
街
道
・
海
田
市
ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て
『
海
田
町
の
歴
史
と
文
化
』
と

い
う
題
名
で
、
西
国
街
道
の
当
時
の
様
子
を
現

存
す
る
史
跡
の
紹
介
と
と
も
に
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。『
瀬
野
川
の
自
然
』
で
は
、
学
生

が
瀬
野
川
沿
い
の
「
ほ
こ
と
り
広
場
」
に
集
ま

り
、
保
光
義
文
氏
か
ら
瀬
野
川
に
い
る
動
植
物

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
保
光
氏
が
川

か
ら
取
っ
た
虫
や
魚
な
ど
を
実
際
に
見

て
、
大
学
近
く
の
自
然
を
体
感
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
岡
田
公
代
氏
に
は
、『
安

芸
区
を
知
る
』
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

JR
安
芸
中
野
駅
近
辺
の
商
店
街
や
蓮
華

寺
山
登
山
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

瀬
野
川
流
域
郷
土
史
懇
談
会
に
よ
る

『
瀬
野
の
歴
史
と
文
化
』
と
『
JR
山
陽

本
線
の
歴
史
と
役
割
』
で
は
、
西
国
街

道
最
大
の
難
所
と
言
わ
れ
た
「
大
山
峠
」

や
JR
山
陽
本
線
最
大
の
難
所
「
瀬
野
八
」

の
歴
史
を
学
び
、
貴
重
な
ビ
デ
オ
を
観

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
で
も
瀬
野

と
八
本
松
間
で
は
、
貨
物
列
車
は
補
機

と
呼
ば
れ
る
機
関
車
で
後
ろ
か
ら
押
さ

れ
て
い
ま
す
。
機
関
車
１
両
だ
け
が
広

島
駅
方
面

に
戻
る
の

は
、
西
条

で
切
り
離

さ
れ
た
補

機
で
す
。

大学近くの川辺が教室になった
『瀬野川の自然』

西国街道の宿場町、海田町について学ぶ
『海田町の歴史と文化』
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チ ー ム 一 丸 と

なって車両を直

し、2 回目の走

行では無事完走

してクラス優勝

したところもあ

りました。学生たちには本当によい思い出になっ

たのではないでしょうか。

　この大会は来年も行う予定です。参加された皆

様、本当にありがとうございました。またオフィ

シャルを務めた学生諸君もお疲れさまでした。

短期大学部

三菱自動車水島製作所を見学　―研修旅行―　　　　　　　　　　　　　　　　

安
全
走
行
を
支
え
る
広
い
知
見

PICK UP!

第３回ゼロハンカー大会

　7 月 26 日、上瀬野キャンパスで第 3 回広島自短ＥＶ

＆ゼロハンカー大会を開催しました。

　この大会は、舗装路面上にパイロンを置き、決められ

たコースをいかに速いタイムで走るかを競うものです。

そのためにはコーナーをいかにスムーズに走れるかがポ

イントで、ドライバーの技量は勿論ですが、参加者の皆

さんは車両制作にそれぞれ工夫があります。それを見る

だけでも楽しいですし、勉強になります。

　競技は午前と午後の 2 回走り、どちらか早い方のタ

イムで勝敗が決まります。参加チームの中には、1 回目

の走行中にチェーンが外れてリタイヤとなったものの、

緊張のスタート

　9 月 1 ～ 2 日 に

1 泊 2 日 の 日 程 で

研修旅行を行いま

した。

　1 日目の研修は、

岡山県の三菱自動車工業 ( 株 ) 水島製作所を訪問し、プ

レス、組立ラインを見学しました。歴史ある工場で、各

生産ラインには最新鋭のロボットが導入され、国内でも

トップクラスの生産能力と高品質の車づくりに努めてい

ます。鋼板から自動車になるまでの工程がよくわかり、

勉強になりました。

　見学後、一路ユニバーサル・スタジオ・ジャパンへ向

かい、閉園まで過ごしました。ほとんどのアトラ

クションは長蛇の列でしたが、学生たちはそれぞ

れに楽しんでいる様子でした。

　2 日目は神戸海洋博物館・カワサキワールドを

見学した後、お隣の神戸ハーバーランド umie で

自由行動、中華街の散策、グルメとショッピング

を満喫し、帰路に着きました。2 日間で互いに交

流を深め、学生時代の楽しい思い出の一つとなっ

たことと思います。

　同窓会からは毎回旅費の援助をいただき、感謝

しています。今回は観光バスの運転手さんも同窓

生で、たいへんお世話になりました。

三菱自動車水島製作所にて

9
月
11
日
、
1
年
生
73
名
が
就
職

ゼ
ミ
の
授
業
の
一
環
と
し
て
自
動
車

検
査
独
立
行
政
法
人
中
国
検
査
部
に

伺
い
、
2
班
に
分
か
れ
て
講
義
と
現

場
の
車
検
ラ
イ
ン
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

本
短
大
の
卒
業
生
で
も
あ
る
中
国

運
輸
局
陸
運
技
術
専
門
官
、
萩
原
正

男
さ
ん
に
「
法
律
か
ら
見
た
整
備
士
の
役
割
」
と
題
し
て
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。
道
路
運
送
車
両
法
に
基
づ
い
た
認
定
工
場
・

指
定
工
場
等
に
お
け
る
整
備
士
の
役
割
や
業
務
内
容
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
の
中
で
、
ご
自
分
の
学
生
時
代
に
は
ま
だ
実
施
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
1
級
自
動
車
整
備
士
の
必
要
性
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
、
ぜ
ひ
今
の
学
生
さ
ん
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
こ
と
や
、

就
職
に
つ
い
て
も
整
備
工
場
の
み
な
ら
ず
国
土
交
通
省
や
そ
の

関
連
法
人
へ
の
就
活
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

一
方
検
査
場
で
は
、
実
車
を
検
査
ラ
イ
ン
で
走
行
さ
せ
て
排

気
ガ
ス
成
分
の
測
定
、
ブ
レ
ー
キ
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
性
能
、
ピ
ッ

ト
で
の
下
回
り
検
査
な
ど
、
道
路
を
安
全
に
走
行
す
る
た
め
の

諸
検
査
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
田
中
茂
検
査
課
長
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
動
車
整
備
士
を
志
す
1
年
生
に
と
っ
て
、
普
段
の
講
義
や

実
習
と
実
際
の
現
場
と
の
関
連
性
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
見
学

で
し
た
。

整
備
の
プ
ロ
を
目
指
し
て

ー 

車
検
場
見
学 

ー

車検ラインを見学
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　11 月 21~22 日、 第

54 回 文 化 祭「Kokusai 

Festival ～これが国際

のやり方じゃ～」を開

催しました。本高校ら

しい文化祭にしようと

いう思いがタイトルに

込められています。ステージでは合唱祭、吹奏楽部など、

いずれも練習を重ねた素晴らしい発表が行われました。

書道部によるパフォーマンスも迫力満点の出来栄え。初

の挑戦となった国際コミュニケーションコース 2・3 年

生による中国語、韓国語のスピーチは、まるで現地に来

ているような流暢さでした。

   展示の部も例年通り見ごたえあるものでした。2 年生

の「平和」をテーマにしたクラス展示は、戦後 70 年の

節目にふさわしい作品で国際学院をアピールしました。

また、今回初めて閉会式を行い、約 1,000 人の群舞で文

化祭を締めくくりました。

高校 から発信

第 54 回文化祭

     9 月 20 ～ 21 日、オープンスクールを開催

しました。今回も「いかに本高校の雰囲気を

味わってもらえるか」をコンセプトの 1 つに

掲げ、2 日間で合計 2,400 名を超える来場者

をイベントでお迎えしました。

   本高校のオープンスクールは、受付、体育

館での全体説明会における司会進行や学科説

明、講座見学の誘導案内などすべて生徒が中

心となって運営を行っています。両日 300 名

以上の生徒が先頭に立ち、おもてなしするこ

とで、本高校の雰囲気が中学生や保護者の方

に伝わったことと思います。

　中でも体育館で行われる「在校生による手

作り全体説明会」は、生徒達の趣向を凝らし

PICK UP!

修
学
旅
行

す
ご
い
！ 

北
海
道
を
満
喫

　

10
月
15
日
か
ら
4
泊
5
日
の
日
程
で
、
高
校
生
活
一
度

き
り
の
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
僕
は
北
海
道
を
選
ん

で
旅
行
し
ま
し
た
。
北
海
道
に
は
た
く
さ
ん
す
ご
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
ず
、
と
に
か
く
で
か
い
こ
と

で
す
。
新
千
歳
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
6
時
間
の
移
動
時

間
が
か
か
り
、
す
ご
く
大
き
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ

し
て
ご
飯
が
美
味
し
い
こ
と
で
す
。
体
調
を
悪
く
し
て
し

ま
い
、
北
海
道
の
食
材
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
で
も
味
噌
ラ
ー
メ
ン
は
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
す
ご
い
こ
と
は
、
ル
ス

ツ
の
ホ
テ
ル
と
函
館
山
夜
景
観
賞
で
す
。
ホ
テ
ル
は
家
の

よ
う
に
広
く
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
夜
景
は
青
森
県
が
見
え
る
く
ら
い
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
旅
行
中
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
で
し
た
。
人
生
初
の
体
験
で
し
た
が
、
カ
ヌ
ー
で
急
流

を
下
る
の
は
と
て
も
怖
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
、

３
０
０
人
近
い
人
数
で
旅
行

す
る
と
い
う
体
験
は
ま
ず
で

き
な
い
し
、
ほ
と
ん
ど
自
立

し
た
状
態
で
旅
行
で
き
た
こ

と
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

僕
は
こ
の
4
泊
5
日
は
今

後
の
人
生
の
役
に
立
つ
と
す

ご
く
感
じ
ま
し
た
。

工夫を凝らした多彩な展示も見どころだった

函館山から眺める素晴らしい夜景

た説明が中学生や保護者の方にも大好評で、アン

ケートでも「生徒の説明がおもしろかった」などた

くさん感想をいただきました。本高校マスコット

キャラクターが登場した時は、体育館に大きなどよ

めきが起きましたが、その後も分かりやすく丁寧で

面白い生徒達の説明が繰り広げられました。

    来 年 度、 中 学

生 の み な さ ん が

本高校に入学し、

私 た ち と 共 に 楽

し い 高 校 生 活 を

築 い て く れ る こ

と を 期 待 し て い

ます。 工夫された解りやすい説明が参加者の好評を得たオー
プンスクール

総
合
学
科
２
年
３
組　

長な
が
お尾　

卓た
く
じ治
（
中
広
中
学
校
出
身
）

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
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｀ 　

本
高
校
は
9
年
前
か
ら
、
多
く
の

中
学
生
が
秋
休
み
と
な
る
10
月
中
旬

の
連
休
中
に
「
国
際
模
試
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
高
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

問
題
を
解
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

学
習
面
の
刺
激
を
受
け
て
も
ら
う
、

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
次
ぐ
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
今
年
も
10
月
11
日
に
実

施
し
、
1
0
0
0
名
近
い
中
学
生
に

受
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
に

と
っ
て
は
、
全
く
知
ら
な
い
生
徒
と

同
じ
空
間
（
教
室
）
で
、
初
対
面
の

試
験
監
督
（
本
高
校
教
員
）
の
も
と

試
験
を
受
け
る
こ
と
は
貴
重
な
体
験

で
す
。

　

答
案
用
紙
、
成
績
は
1
週
間
後
に

返
却
し
ま
し
た
。
今
後
の
受
験
勉
強

に
活
か
し
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

スロバキアから留学生が来ています
　この 9 月より本高校

にスロバキアからミキ

リソバ・エマさんが留

学しています。普通科

2 年 5 組に所属し、今

年の 6 月末まで滞在し

ます。今、週 2 回の日本語指導を受け、日本語の習得

に励んでいます。茶道部に入部し、お点前ができるよう、

お稽古をしています。10 月には、修学旅行で北海道に

行きました。スロバキアでは、多くの生徒と共に旅行

をするということがないので、驚きと初体験のことば

かりで、とても楽しかったということです。中でもラ

フティングが一番の思い出だと言っていました。校内

で見かけたら、英語か日本語でゆっくり話しかけてあ

げてください。

オーストラリアから高校生が来ました

ろうそく作りに挑戦するエマさん

　 9 月 28 日、 オ ー ス ト

ラリアのニューサウス

ウェールズ州ジュニー

タ ウ ン の Junee High 

School か ら 高 校 生 9

名が本高校を訪問しま

した。普通科 1 年 7 組

では互いに自己紹介し、折り紙を教えるなどして交流

を楽しみました。また、総合学科 1 年 4 組とは宮島に

関するクイズを行い、一緒に揚げもみじを作り、おい

しくいただきました。その後、国際交流委員の希望者

を集めた交流授業では、英語でフルーツバスケットを

しました。放課後はクラブ活動を見学しました。みな

さん、ありがとうございました。また次回もよろしく

お願いします。

オーストラリアの生徒にも揚げもみじが好評

国
際
交
流
部
よ
り

吹奏楽部、全国出場決定！ - 今夏広島大会 -
　11 月 7 ～ 8 日に第 39 回広島県高等学校総合文化祭が開

催されました。審査の結果、本高校吹奏楽部は修道高等学

校とともに今年 8 月 2 ～ 3 日に広島で開催される第 40 回

全国高等学校総合文化祭（2016 ひろしま総文）に 4 年ぶり

の出場が決まりました。今後ともご支援よろしくお願いい

たします。4年ぶりで総合文化祭に出場する吹奏楽部

私学フェスタ
　10 月 12 日、広島国際会議場にて私学フェスタが開催

されました。広島県内の私立中学・高等学校が一堂に会

して行われる大規模な進路説明会で、今回は小中学生や

保護者など総計 6,000 名以上が来場されました。

　本高校教職員からの説明を聞く「話そうコーナー」、

在校生によるプレゼン「聞こうコーナー」、学校資料や

制服展示の「知ろうコーナー」、本高校吹奏楽部も参加

した「観ようステージ」など内容盛りだくさんです。「聞

こうコーナー」で

は 総 合 学 科 3 年 2

組の土手美紗子さ

ん（矢野中学校出

身）による学校説

明 が 2 回 行 わ れ、

中学生の興味を引

いていました。
「聞こうコーナー」で学校説明をする土手さん

本高校オリジナル問題に挑戦する中学生

レポート国際模試
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　2 日目の終夜祭では、体育局によるアカペラがス

タートの合図となり、協力団体による様々な企画を行

いました。目玉企画であるゲストアーティストライブ

は、なんと 2 組もお招きすることができました。トリ

セツ男版として話題の「HIROSHIMA FUSION UNITE」

と若者に大人気の「LAMP IN TERREN」をお招きし、

多くのお客様にご来場いただきました。最後は高城祭

の名物ともいえる打ち上げ花火。今回も来場者や参加

者の笑顔で、実行委員会含め学友会役員一同が達成感

を感じました。

　過去 6 年間、天候に恵まれなかった高城祭ですが、

今回は 2 日間とも快晴で、大変気持ちの良い高城祭

を行うことができました。地域の皆様や本大学の教職

員の方々、学生の皆様、系列高校の皆様、お世話にな

りました関係企業の皆様、そして高城祭に参加、来場

してくださった皆様、本当にありがとうございました。

皆様がいてくださったからこそ、この高城祭は大成功

に終わりました。本当に

感謝しております。次回

は、今回以上に盛り上が

る高城祭にしてみせます

ので、ご迷惑をおかけす

るとは思いますがよろし

くお願いいたします。

　10 月 17 ～ 18 日に広島国際学院大学中野キャ

ンパスにて、第 48 回高城祭を開催しました。

　当夜祭では鼓天童子様による和太鼓演奏から

始まり、カラオケ大会、高城フレンドパークな

どを行いました。カラオケ大会では本大学学生

だけでなく、他大学や教員の参加もあり、大い

に盛り上がりました。高城フレンドパークでは

サークル員、教員、卒業生、一般参加者たちが

チームを組み、1 位を狙って奮闘しました。ま

た、当夜祭恒例企画であるビンゴ大会では、ま

だ生まれて間もないであろうお子さんとそのお

母様がデジカメを当て、これから沢山お子さん

の写真を撮ってほしいと会場全体が思いまし

た。そのほかにもさまざまな豪華景品があり、

多くの方々にご満足いただけたと思います。

ー
第
48
回
高
城
祭「REGARD

　
―
無
限
の
絆
―
」を
終
え
て
ー

広島国際学院レポート

久々で好天に恵まれた高城祭、屋外イベントも
にぎわった

　豪華景品引き当てに会場が沸いたビンゴ大会

第 1 回　国学大運動会
　

体
育
局
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
学
生
の
体
育
運
動

を
推
進
し
、
体
力
向
上
を
目

的
と
し
て
日
々
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
9
月

5
日
、
初
の
試
み
と
し
て
第

１
回
国
学
大
運
動
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

本
大
学
に
は
体
育
祭
と
い

う
も
の
が
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
と
大
学
に
提
案
し
、
学

友
会
体
育
局
主
催
に
よ
る
実

施
が
決
定
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
前
例
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
一
か
ら
の
作
業
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
く
る
楽
し
さ
も
あ
れ
ば
本
当
に
こ
の

企
画
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
椅
子
取
り
合
戦
、
的
当
て
対
決
、
四
方
綱
引
き
、

大
縄
跳
び
、障
害
物
競
走
、借
物
競
争
、宅
急
便
リ
レ
ー
、台
風
の
目
、

リ
レ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
一
丸
と
な
り
勝
利
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
四
方
綱
引
き
は
、
十
字

に
な
っ
た
綱
を
4
チ
ー
ム
が
一
斉
に
引
っ
張
り
勝
敗
を
決
す
る
他

で
は
味
わ
え
な
い
競
技
で
し
た
。

　

当
日
は
他
大
学
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
１
０
０
名
以
上
が

集
ま
る
文
字
通
り
の
大
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
体
育
局
で
は
第
2
回
大
会
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
局
員
一
同
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

他大学からの参加者も集い盛り上がった国学大運動会

第
48
回
高
城
祭
実
行
委
員
会　

委
員
長　

山
口　

尚
也
（
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
2
年　

五
日
市
高
校
出
身
）

学友会体育局　局長　糸原　和冶（情報デザイン学科 3 年　広島国際学院高校出身）
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高校ゴルフ部≪全国制覇≫祝勝会

　11 月 2 日、ホテルグランヴィア広島において、「第

36 回全国高等学校ゴルフ選手権大会団体男子の部優勝」

および普通科 2 年の金谷拓実君（昭和北中学校出身）の

「日本アマチュアゴルフ選手権第 100 回記念大会史上最

年少優勝」記念祝勝会を開催しました。広島の政財界か

らたくさんのご来賓、また全国の大学ゴルフ部の監督さ

んをお迎えして盛大に行われました。また芸能界からも

特別ゲストとして石田純一さんにご臨席賜りました。石

田さんの祝辞に会場は大変な盛り上がりでした。

　また祝勝会のなかで、本高校ゴルフ部の卒業生で本年

度からプロデビューした江原詩織さん、　男子では 2013

年日本学生チャンピオン村山駿君、2015 年日本学生チャ

ンピオン長谷川祥平君が来年度からプロ活動を始める報

告がありました。

金谷君（左から 3番目）ほか高校ゴルフ選手権優勝チームメンバー

　本高校ゴルフ部が創部 27 年で全国の頂点に立つこと

ができたのは、選手たちの団結力と努力の成果だと思い

ます。本学院に恩返しをしなくてはと思い、監督として

ゴルフ部の全国優勝を目標に指導してきました。

　選手たちには、『面倒くさいことこそ正面から取り組

み、しっかりと汗を流す。常に相手の立場になることが

重要。人間力の向上だ。軽続、継続そして「敬続」』と

指導してきました。来年度のさらなる活躍を選手一人一

人が心に誓ったと思います。またこのような素晴らしい

祝勝会を開催していただいた、本学院と同窓会・PTA・

ゴルフ部保護者会の皆様に心よりお礼申し上げます。

　最後に本高校の生徒諸君には、努力なくして成果は得

られない、努力は必ず報われるということを信じて日々

の充実した生活を送っていただきたいと思います。

大勢の来賓でにぎわった祝勝会。卒業生の活躍報告も祝賀ムードに華を添えた

PICK UP!

短大 OB、トヨタ技術大会で準優勝
　

広
島
ト
ヨ
タ
自
動
車(

株)

の
木
本
裕
史
さ
ん(

平
成
17
年
3
月
卒)

が
、
第
31
回
（
平
成
27
年
）
全
国
ト
ヨ
タ
サ
ー
ビ
ス
技
術
コ
ン
ク
ー
ル

で
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。
木
本
さ
ん
は
「
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
嬉

し
い
が
後
か
ら
考
え
る
と
反
省
も
多
い
。
も
っ
と
う
ま
く
で
き
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
控
え
め
な
一
方
、「
自
分
が
勉
強
し
て
き
た
こ
と
を

後
輩
に
教
え
た
い
。
次
に
出
場
す
る
人
が
優
勝
で
き
る
よ
う
協
力
し
た

い
」
と
将
来
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。
大
会
は
故
障
診
断
・
6
か
月
点

検
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
上
司
へ
の
報
告
と
い
う
一
連
の
作
業
を
、
75
分

以
内
で
ど
れ
だ
け
正
確
に
早
く
安
全
に
行
え
る
か
競
い
ま
す
。
接
客
や

身
だ
し
な
み
も
審
査
対
象
で
す
。
応
対
を
通
し
て
車
の
不
具
合
を
絞
る

「
問
診
」
作
業
が
特
に
難
し
い
と
木
本
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

　

勤
続
10
年
の
木
本
さ
ん
は
現
在
整
備
部
門
の
副
課
長
で
す
。
車
の
点

検
整
備
や
修
理
の
ほ
か
、
自
動
車
検
査
員
と
し
て
車
検
の
完
成
検
査
も

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
感
謝
に
や
り
が
い
を
感
じ
、
同
じ

方
が
再
来
店
時
に
名
前
で
呼
ん
で
も
ら
え
る
の
も
嬉
し
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
ト
ヨ
タ
車
、
特
に
高
級
車
が
好
き
で
、
最
新
装
備

を
搭
載
し
た
高
級
車
を
扱
う
広
島
ト
ヨ
タ
は
第
一
希
望
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。「
難
し
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
嬉
し
い
」
と
向
上

心
あ
ふ
れ
る
木
本
さ
ん
も
、
新
人
の
頃
は
仕
事
が
う
ま
く
い
か
ず
悩
ん

だ
こ
と
も
。「
私
は
人
に
恵
ま
れ
先
輩
や
同
僚
に
助
け
ら
れ
、
そ
の
中

で
本
気
で
や
り
抜
け
ば
成
果
・
評
価
は
つ
い
て
来
る
。
決
し
て
努
力
は

裏
切
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

も
自
分
か
ら
周
囲
へ

積
極
的
に
話
し
か
け

て
ほ
し
い
し
、
在
学

中
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
を
最
後
ま
で
や

り
き
っ
て
ほ
し
い
」

と
後
輩
に
助
言
し
ま

し
た
。

「勉強してきたことを後輩に伝えたい」
と語った木本さん

広島国際学院高等学校　ゴルフ部監督　　橋田　源太郎
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広島県大会初優勝　全国出場目指す今
広島国際学院高校　硬式野球部

　8 月 16 日～ 10 月 4 日まで開催された第 125 回秋季

広島県大会中国予選にて、本高校硬式野球部は初優勝を

成し遂げました。これも日頃から応援してくださる皆様

方のお陰と感謝いたしております。改めてお礼申し上げ

ます。

　東地区リーグ・広島県大会では、思うような試合展開

ではありませんでしたが、試合を重ねるごとに粘り強く

自分たちの力を発揮していきました。決勝の対如水館高

校戦では初回に 2 点を先制し、7 回に 3 点を追加。如水

館の猛攻を受けながらも 4 － 5 で逃げ切り、優勝する

ことができました。

　秋季中国大会は 10 月 24 日に 1 回戦で島根県代表の

出雲高校と対戦しましたが、4 対 5 で敗退いたしました。

試合を通して一球・一瞬の大切さを痛感しました。

　これから来季に向け日々精進し、自分たちの野球の「こ

こ ろ 」 を 強

く し 前 進 し

て ま い り ま

す の で、 引

き 続 き ご 声

援 を お 願 い

いたします。

今
後
の
主
な
行
事
予
定

(

赤
字
は
公
開
行
事
で
す
）

大学・短大
授業開始 ( 大 1/8　短 1/6)　一般入試 ( 大　前期 1/28・29　後期　3/11　短　前期 1/28　後期 3/10)　

卒業論文発表会 ( 現社　2/13)　卒業研究・卒業制作選抜展 ( 情デ　2/20 ～ 22　アステールプラザ市民ギャラリー )　

卒業証書・学位記授与式 (3/19)　入学宣誓式 (4/5)　学内合同企業セミナー（4/21・22）

高校 推薦入試 (2/3)　マラソン大会 (2/11)　一般入試 (2/18・19)　卒業式 (3/1)　入学式 (4/8)

発行：学校法人　広島国際学院　法人本部　総務課
編集協力：情報デザイン学科 研究生　サイラクシミ
住所：〒 739 - 0321　広島市安芸区中野六丁目 20 -1　電話：（082） 820 - 2345

この広報誌及び第三者認証評価結果はホームページでご覧になれます。　http://www.hkg.ac. jp
高校生以上の方に図書館を開放しています。詳細は図書館までお問い合わせください。 TEL：082-820-2536

第 125 回秋季広島県大会優勝までの軌跡
東地区大会　　広島国際学院高等学校　　４－２　広島県立工業高等学校

　　　　　　　広島国際学院高等学校　１３－０　広島市立工業高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　（５回コールド）

広島県大会　１回戦　広島国際学院高等学校　２－１　広島県立観音高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（延長　１０回）

２回戦　　広島国際学院高等学校　１０－３　広島県立加計芸北高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　（７回コールド）

３回戦　　広島国際学院高等学校　　４－０　呉港高等学校

準々決勝　広島国際学院高等学校　　７－１　崇徳高等学校

準決勝　　広島国際学院高等学校　　５－３　広島新庄高等学校

1 2 3 4 5 6 7 8 9
国際学院 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5
新庄 1 0 0 0 0 2 0 0 0 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9
如水館 0 0 0 0 1 2 0 0 1 4
国際学院 2 0 0 0 0 0 3 0 5

決勝　　　広島国際学院高等学校　　５－４　如水館高等学校

生還し、満面の笑みでチームメイトとタッチ

初優勝の喜びをかみしめた閉会式

優勝した広島国際学院高等学校硬式野球部


